
９月１４日　赤塚不二夫　「うん、これでいいのだ！」

癌であと数日しか生きられないと言われた赤塚不二夫さんのお父さん。
なくなられる直前の赤塚不二夫さんとの会話です。

「おやじ、長生きしたいか？」
「ああ、したいなぁ」と、お父さんは声を絞り出すようにして答えます。
ゼーゼーと息を詰まらせる音が赤塚不二夫さんの胸を締め付けたそう。

「長生きして、どうするんだ？」
「生きてたら、・・・オモ・・・シロイ」
「おやじ、もういいよな！」

もう、声が出せなくなったお父さんは、最後の力を振り絞って声にならない声で
「うん」と言ったそうです。そして、スーッと息を引き取った。
あれはきっと「うん、これでいいのだ」と続くはずだったのではないかと赤塚さ
ん
は言っています。

うん。これでいいのだ。
最後にそう言える人生にしたい。これが僕の生涯を通しての目標です。
そのために、赤塚不二夫さんのこの言葉がヒントになります。

「バカボンのパパってさ、別にラクして生きてるわけじゃないんだよ。
　パパはパパなりに、どうすれば家族を幸せにできるか、どうすれば毎日を
　楽しく過ごせるかを考えながら一生懸命ガンバってるわけ。
　そのためには、体ごとぶつかっていってる」

「ただバカっつったって、ホントのバカじゃダメなんだからな。
　知性とパイオニア精神にあふれたバカになんなきゃいけないの」

知性とパイオニア精神にあふれたバカが体ごとぶつかっていく。
その時、結果はどうなろうが、たとえ思い通りにいかなくても
「それでいいのだ」って言えると思うのです。

１００年後、僕は地球にいないわけで、そして僕がどんなに頑張ったところで
１億年後の地球から見たら多分、何の意味もないわけで。
でも、だからこそ、死ぬ直前、自分の思いだけは「これでいいのだ」って言える
人生にしたいと思うんです。そのために、パイオニア精神あふれるバカで行く。
では今日は赤塚不二夫先生から課題を出していただきます。
「もっと、真面目にふざけなさい」　ｂｙ赤塚不二夫

私は、人生最後の場面を・・・
「ありがとう」「楽しかった」「おもしろかった」
との言葉で締めくくれたらいいなぁ～と若いときから漠然と思っているのですが
それを実現させる為には、生きている日々において、それらの言葉を一番多く
発するようにしとかないといけない！！

「死にざま」は「生きざま」そのものと思いつつ
日々、頑張って！顔晴ろう！！



９月２８日　孔子　「２０００年プレイヤーたちの教え」

紀元前５５１年生まれ。孔子って２５００年以上昔の人なんです。
でもどこの本屋に行っても、孔子の教え、『論語』は売られています。ベスト
セラーだっていまは１年ももたないのに、２５００年間受け継がれてきた。
これは、孔子の伝えたことは「真理」だったということです。

「朝に道を聞けば、夕に死すとも可なり」
朝、真実の道を悟ることができたらその日の夕方に死んでもかまわない。

「益者三友。直を友とし、諒を友とし、多聞を友とするは、益なり」
自分の為になる友だちとは、正直な人、誠実な人、そして多くの見聞がある人。

「故きを温ねて新しきを知る。以って師と為るべしか」
古いものを洗い直して学ぶと、素晴らしい知恵が発見できる。
その他まだまだ孔子の教えはたくさんあるので、子貢という弟子は、孔子にこう
質問しました。
「先生、たった一言で、一生それを守っていれば間違いない人生が送れる
　そういう言葉がありますか？」

あれこれ言われても忘れちゃうっす。だから、これさえ覚えておけば幸せな人生
を送れるっていうポイントを、しかもたった１文字で教えてちょ～という質問な
わけです。テストに出る問題だけ教えてくれという生徒のような素晴らしい質問
です（笑）

こんな質問をされたら、孔子だって怒りたくなりますよね。
孔子はこう答えました。

「其恕可」（それは恕か）

「恕」、やっぱり孔子、「怒」ってる？
と思いきや違いました。
「自分がされたくないことは人にしてはならない、それが恕だ」
と孔子は説いたのです。されたくないことをしないこと。それが思いやりだと。
その思いやりこそ、人生で一番大切なことだと孔子は教えたのです。
ちなみにイエス・キリストの有名な〝山上の垂訓〟で一番重要な教えは
「自分がしてほしいことを相手にしなさい」
です。イエスも孔子も、ふたりは同じことを言っているのです。
つまり・・・「相手を自分だと思って大切にする。そうすれば何もかもうまくい
く」これが、孔子とイエス、ふたりの２０００年プレイヤーの聖者たちが辿り着
いた宇宙の真理なのです。

「自分がされたくない事は、人にしてはならない」
「自分がしてほしい事を相手にしてあげる」
これが自然と出来る人は、きっと周りの多くの人々に尊敬され、愛され
幸せな人生を送れる事になると思う！！

ただ～「言うは易し」「行なうは難し」
今回よりこの言葉を人生の「ものさし」にして、人に接しよう！！


